
【大阪取引所】　 （単位：円）
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商品間スプレッド割引

優先順位
スプレッド

割引額＊5

1 ： 1.00 ： 10.00 90%

2 ： 1.00 ： 4.95 86%

3 ： 1.00 ： 3.35 43%

4 ： 1.00 ： 1.65 56%

5 ： 1.00 ： 16.75 53%

6 ： 1.00 ： 2.95 47%

7 ： 1.00 ： 2.20 49%

8 ： 1.00 ： 1.25 60%

【当社の証拠金所要額について】

　証拠金所要額 ＝ スパン証拠金（※1）×当社が定める証拠金掛目（※2）＋両建証拠金（※3）

（※1）日本証券クリアリング機構（JSCC）が定め、保有する建玉全体で必要となる証拠金額です。

（※2）現在の証拠金掛目は、100％になります。

（※3）両建証拠金は、銘柄ごとにＰＳＲに組数を乗じた金額になります。

OSE　パラジウム OSE　白金

OSE　ゴム　RSS3 OSE　ゴム　TSR20

＊5 異なる銘柄でも値動きに関連性が見られる銘柄で、買いと売りの建玉の組み合わせの場合には、通常の証拠金から割引があります。

OSE　ゴールドスポット OSE　プラチナスポット

OSE　金 OSE　プラチナスポット

OSE　白金 OSE　ゴールドスポット

OSE　金 OSE　ゴールドスポット

OSE　白金 OSE　プラチナスポット

OSE　金 OSE　白金

＊1 PSR(プライス・スキャンレンジ)は、単一商品の単一限月取引において1単位当たり買い（又は売り）建てた場合の証拠金額に相当します。

＊2 納会月割増額とは、当限のみに係る割増証拠金です。

＊3 同じ銘柄で異なる限月を建てた場合に係る割増証拠金です。

＊4 DCB（ダイナミックサーキットブレーカー）基準値段は 直近約定値段（Last Price）です。定期見直しにより変更される場合は、日中立会から反映されます。

（※） 同日デイセッション終了後の最終建玉に係る証拠金所要額から、新証拠金額で計算されます。

商品間スプレッド 商品間デルタ/スプレッド比率

小豆 40,000 0 800 100 80倍

一般大豆 112,000 0 300 500 25倍

とうもろこし 100,500 0 42,500 250 50倍

ゴム TSR20 38,500 0 5,000 5 5,000倍

ゴム RSS3※ 70,000 0 12,500 5 5,000倍

パラジウム 453,000 0 235,000 30 500倍

白金限日 23,400 ‐ ‐ 40 100倍

白金ミニ 20,400 0 1,600 40 100倍

白金 102,000 0 8,000 40 500倍

銀 43,000 7,000 11,000 1 10,000倍

金限日 28,200 ‐ ‐ 40 100倍

金ミニ 27,000 0 600 40 100倍

スプレッド割増額＊3　（同
じ銘柄で異なる限月）

金 270,000 0 6,000 40 1,000倍

2022年3月9日

第一プレミア証券株式会社

【商品関連市場デリバティブ取引】証拠金額・DＣB値幅・倍率等

2022年3月10日（木）夜間立会～2022年3月14日（月）日中立会（※）

銘柄

証拠金等
即時約定可能値幅

（DＣB値幅 ザラバ中）＊4
倍率

証拠金（PSR）＊1 納会月割増額＊2


